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1．本研究の目的
　本研究の内容は以下の二つである。第一は、自己成長を目指す学生に対する集合研修である。
自己とは何かを知りたい者、先が見えず自分の将来に不安を抱えている者、学業不振や意欲喪
失、大学生時代に抱える特有の問題や大学生活にいまいち不満足であるといった問題を抱える
学生に対し、外部講師を招いて集合研修を行い、生きること・大学で学ぶことの意義を考える
ことである。第二は、様々な諸問題を抱える学生に対し、学生相談室が積極的に外部に出て関
与する“アウトリーチ”プログラムを行うことである。通常、学生相談はなるべく人目を避け
た場所で、プライバシーが十分に守られた中で安心して受けられることが重要視され、静かな
環境で落ち着いて行われることが多い。しかし学生相談というシステムが大学教育の中に存在
し、いざというときのセイフティーネットとしても日常的に用意されていることを学生・教職
員全員に知らしめておくことは非常に重要である。本研究では、通常、来談者に対し学生相談
室内にて行われている各種心理性格適性検査などを“講習会”という形で開催することによっ
て学生相談室および学生相談システムに対する理解を深め、相談室の利用促進につながること
を目指す。
　本報告では、以下に学生相談室の概要とこれら二つの取り組みについて解説する。
2．多摩大学経営情報学部における学生相談室の活動概要
　本学における学生相談は、授業や窓口などでの日常的な学生対応の中で行われる相談や、キャ
リア支援における個別相談、学生相談室における心理・学生生活相談等があり、それぞれが有
機的な結びつきにより大学全体として学生個人を支援する体制が整えられている。
　以下に経営情報学部学生相談室の最近数年間の利用状況と相談内容の内訳を示す。男性・女
性カウンセラー各 1 名が週 1 日ずつ滞在し、週に 2 日開室されている。
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平成 27 年度実績
学生相談室開室日数：68 日（内訳：授業期間 62 日、休業期間 7 日）
学生相談室開室時間：授業期間 11 時 30 分〜 17 時 00 分
　　　　　　　　　　休業期間 12 時 00 分〜 16 時 00 分
表 1．相談件数（件）
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
平成 23 年度 4 3 0 2 0 0 0 2 1 1 0 0 13
平成 24 年度 2 3 2 4 3 3 0 4 5 0 0 2 28
平成 25 年度 4 9 5 4 2 0 2 5 1 1 1 1 35
平成 26 年度 7 3 5 3 1 0 2 2 4 0 2 1 30
平成 27 年度 6 1 8 3 0 1 5 2 3 1 0 4 34
	表 2．相談回数（回）
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
平成 23 年度 5 10 8 7 3 3 5 9 11 7 10 11 89
平成 24 年度 2 4 3 5 5 5 9 17 10 12 2 3 77
平成 25 年度 4 12 8 18 9 1 3 15 8 1 6 1 86
平成 26 年度 11 9 12 10 3 0 8 10 10 5 7 9 94
平成 27 年度 6 12 20 23 8 3 21 20 18 20 4 17 172
　また、相談の内容は多岐にわたるが、進
路就学、学生生活上の問題で半数以上を占
める。また、保護者や教職員からの相談も
受けており、必要に応じてコンサルテー
ションも行っている。
　これらの通常の相談室における個別相談
の他、下記 4．に記すようなアウトリーチ
プログラムを展開している。
3．集合研修
　自分自身の見つめなおし、自己研鑚、自己発見等々を目的とし、行徳哲男氏を講師として招
き、半日の集合研修を行った。
日時  平成 27 年 12 月 5 日（土）　13 時〜 18 時
場所  窓のない、半暗室化できる静寂な学内教室
   （多摩大学多摩キャンパス D 棟 441・442 教室）
参加者  学生 8 名、講師・スタッフ 3 名、教員 2 名
進路修学, 
14, 41%
学校生活, 
5, 15%
心身健康, 
3, 9%
対人関係, 
3, 9%
心理性格, 
1, 3%
その他
（コンサル
含む）
23%
2015年度
図 1．相談内容分類
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　参加者は、講義時間内での告知、学生課窓口での告知、教職員からの呼びかけ等で 2 年生・
3 年生 8 名が参加し、内訳は男子学生 7 名、女子学生 1 名の計 8 名であった。セミナーは 13
時からの自己啓発・振り返りの時間と 16 時ごろからの交流の時間、17 時半からの食事をとり
ながらの懇談の時間、18 時半からの本日の振り返りの時間を経て、19 時過ぎに散会となった。
内容は、①瞑想の時間、②自分自身の振り返り、③感情表出、④各界著名人の人生紹介等々多
岐にわたり、おそらく参加者全員がこのようなセミナーは初体験であった。セミナーの前後で
参加者の表情は明らかに違い、各々が衝撃的な経験をしたことと思われる。セミナー後、講師
を囲んでの懇談会が行われ、和やかな雰囲気で質疑応答が行われた。また、講師から参加者全
員へ自筆の書の贈呈が行われた。
　開催規模の関係で少人数でのセミナーとなり、通常 2泊 3日で行われる内容の一部を凝縮し
て半日で行ったが、参加者にとっては大変衝撃的で内容の濃い体験であったと思われる。以下
にアンケートから、参加者の感想を記す（抜粋）。
［参加しての感想］
・人の目を見て話すこと、嫌なことから逃げないこと、を特に強く学びました。途中から自
分の中で何か少しずつ抜けていく感じがしました。講演を終えて、とても自分の中がすっ
きりした感じがしました。
・感情の大切さを学び、自分の弱さがわかりました。自分の弱さは「怖さ」であるといわれ、
自分の殻を破ることの大切さ、そして強さはやさしさであるということの気づきなど、大
切なことをたくさん学びました。
・先生に抱きしめられたとき、涙があふれだした。理屈ではなく、自分に素直でいられた。将
来どうなるか、明日がどうとかそんなことばかり考えていたけれど、今に生きようと思った。
・今回のセミナーには、各界の著名人たちが弟子入りするほどの先生に興味がわき、自分
が今迷っていて一歩踏み出せないことに対してのヒントが見つかるかと思い参加しました。
実際に先生の前に立ってみると、圧のようなものを感じ、とても怖かったです。しかし終わっ
た今となっては、先生の言葉には気持ちがこもっていて、私自身ここまで感化されるとは
思いませんでした。
・先生の貴重なお話をきいて、自分は卑怯
な人間だなと思いました。いつまでも自分
の弱さに目を背けて立ち向かおうともせ
ず、ひたすら逃げてきました。自らの弱さ
を自ら受け入れなければ次に進めないんだ
と感じました。
・今まで自分がわからなかったもやもやし
たものが少し取り除けた気がします。この
セミナーは自分が想像していた以上に辛
いセミナーでしたが、体験できてとてもよ
かったと思います。
・自分の性格を少し理解できたので、これからは強みにできるようにしたいです。
・参加者みんなの声を聞いている間、ずっと痛かったです。自分がどれだけ幸せだったか、
図 2．セミナーの様子
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たくさん言いたい「ありがとう」があったのかを思い切り引っ張り出されました。新しく
進みたい道が見えた気がします。
4．アウトリーチプログラム（出張学生相談室）
　個別の学生相談は相談室などのプライベートな空間で行われることが主であるが、学生生活
を送る上で発生する問題は限られた一部の学生に於いてだけではない。問題やトラブルは誰に
でも起こりうるものであり、自己成長やスムーズな適応を図るためのプログラムを提供するこ
とも学生相談の役割である。そこで本企画では、学生相談室に来談する学生だけでなく、学生
相談室の外に活動の場を広げ、広く学生に働きかけるプログラムを展開した。
　平成 27 年度に実施した内容は、以下のとおりである。
① 心理分析テスト会
　 実施日：第 1 回 6 月 29 日（月）、第 2 回 7 月 13 日（月）
　 参加者数：第 1 回 4 名、第 2 回 4 名（合計：8 名）
② 対人コミュニケーション「自分のコミュニケーション能力を知ろう」
　 実施日：10 月 26 日（月）
　 参加者数：2 名
　実施は学生相談室カウンセラーが行い、昼休みに一般教室を使用して開かれた。心理テスト
や適性テストなどは個別のフィードバックを行い、参加者が自分自身を再発見する一助になっ
たと考えられる。
5．まとめ
　本報告における企画は、昨年度から引き続き実施したものもあるが、回数が浅く、その効果
についてはまだ明らかになっていない。しかしこれらの新しい試みの有用性は大いに期待する
ことができ、学生生活の質の向上に向けて今後の展開により一層力を入れていくことが重要で
ある。
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